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第
二
回

村
民
体
育
大
会
開
く

八

月

八

日

蓬

田

中

学

校

於

婦
八
会
郡
大
会
出
場

選
手
予
選
を
か
ね
て

広
瀬
婦
人

会
初
優

勝

朝

が

た

雨

模

様

で

心

配

さ

れ

た

一

入

気

も

絶

好

の

日

和

り

と

な

り

、

一

脊
部

落

と

も

ぞ

く

く

と

会

場

に

Ｉ

謳

め

か

け

中

学

皎

々

庭

も

白

一

色

・

と

な

り

、

九

時

三

〇

分

花

火

の

合

凶

と

と

も

に

中

学

校

生

徒

鼓

笛

隊

を

先

頭

に

堂

々

八

部

。洛

の

入

場

式

、

多

数

の

観

衆

の

注

目

す

る

と

こ

ろ

で

あ

っ

た

。
　
　

丶ヽ

今

年

は

婦

人

会

の

運

動

会

と

合

ｐ

｝。
？

し

。
ラ

、ノ
。
ノ
Ｆ
ｊ

一
二

Ｆ

ｊ

郡

蟹

田

大

会

に

出

端

選

手

を

決

定

す

乃

予

選

会

を

骼

ぬ

た

の

で

一

入

人

気

を

呼

ん
だ

。

開

会

式

は

多

数

の

来

賓

を

戴

き

婦

人

会

の

優

勝

旗

の

返

か

ん

か

ら

始

り

、

大

会

長

挨

拶

公

民

舘

長

‘

名

誉

大

会

長

坂

本

村

長

挨

拶

。

小

野

、

森

両

県

議

や

激

励

の

こ

と

ば

を

頂

戴

、

名

古

屋

審

判

団

長

よ

り

競

技

に

つ

い

て

の

作

意

が

あ

り

、

玉

村

選

手

の

力

強

い

宣

誓

が
・
な

さ

れ
開

会

式

を

終

り

十

時

二

〇

分

い

よ

く

競

技

が

開

始

さ

れ

、

時

に

は

診

プ

レ

ー

や

、

真

剣

の

中

に

笑

が

め

り

、

終

始

和

か

に

包

ま

れ

四

時

三

〇

分

オ

ー

ル

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

終
っ
た
。

婦

人
会

は
終
始
追

い
つ
追

わ
れ
っ

の
激
戦
が
転
開

さ
れ
た
が
第
二
位

を
六
占一
差
を
つ
け
広
瀬
婦
人
会
が

堂
々
初
優
勝

を
な
し
れ
。

最

後
に
し
め
く

ゝ
り
の
閉
会
式
を

閉
じ
来
年
を
約
し
て

散
々
伍
々
夏

の

″
陽
を

浴
び
家
路
へ
…
…
。

（
ｔ
）
　
写

其
は

：
：
‘

紂
民
体
育
大
会
の
ひ
と
こ
ま

回１１第

東
郡
社
会
福
祉
大
会

蓬
阻
中
学
校
で
開
ぐ

八
月
二
日
、
午
前

九
時
よ
り
第
一

十
一
同
東
郡
社
会
福
祉
大
会

を
間

髓
さ
れ
た
。

郡
下

各
町
村
よ

り
二
百
名
の
社

会

福
祉

関
係
者
が
出
席
、
多
数
の
宍

瑕

を
招
き
盛
大
に
開
幕
さ

れ
た
。

そ
の
饂
旨
は
、
地

域
住
民

の
、
し

ゐ

わ
せ
を
、
た
か
め
る
た
め
に
。

こ

れ
は
、
わ
れ
く

の
三
十
六
缶

度
の
活
動
目
標
で
あ

る
。

・
過
去
の
活

動
に
反

省
を
加
え

。
当

面
す

る
問
題
を
直
視
し
て
今
後
の

対
策
を
研

究
討
議
し
、
篤
志
奉
仕
一

者
と
し
て
の
自
覚
深
め
栄

を
を
作

ぎ

ら
い
合

い
、
も
っ
て
地
域
住
Ｅ

の
し
あ
わ
せ
を
た
か
め
る
た
燉

」

、

わ
れ
わ
れ
は
一
層
の
努
力

を
重

ラ
も
の
で
あ
る
。

辿

行
係
は
当
村
田

中
助
役
に
よ
っ

て
逕
め
ら
れ
、
東
地
方
福
祉
事
務

所
長
の
式
辞
に
始
り
。
優
良
民
生

一
考
員
、
児
童
委
員
、
善
行
児

童
、

ｆ

良
町
村
関
係
職
員
の
表
彰

が
行

ゞ
わ
れ
た
。

て

優
良
民
生
委
員
。。
児
童
委
員

荒

内

喜

一
（

平

内

）
逢

坂
松

雄
（

平

内

）

中

新
田

マ
ツ

ヱ
（

平

内

）
武

石

亀

男
（

野

内

）
山
谷

俊

雄
（

蓬

田
）
越

田

繁
四

郎
（

平

舘

）

余

地

ツ

ギ
（
蟹

由

）

宮
本

善

次

郎
（

今

別

）
阿

部

静

吾
（

今

別

）
伊

藤

松

雄
（

三

厩

）

口
、

善

行
児

童

八

戸

肇
（

蓬

田

中
）

今
井

政

次
へ

蓬

田

小

）
古
川

正

行
（
中

沢

小

）

（

、

優

良
町

村

関

係

職

員

高

田

偸

三
郎
（

蓬

田
）
高

橋

和
二

（

平

舘

）
柿

崎
友

三
郎
（

三
厩

）

表

彰

代
表

し

て

蓬
田

村

山
谷

俊

雄

氏

の
謝
辞

が
あ
り
、
墻
元
坂
漆
匹

長

沁

紹

气

来
寮

囎

岨

つ
て
吽

。
久
文

。
森
初
男
を
議
長

団

に
選
び
総
会
に
入
り
、
第
一
、

二

、
三
、
各
分
科
会
に
鑓
れ
活
発

な
る
討
議
の
上
そ
れ
厶ｙ

結
論
を

出
し
総
会
に
計

り
決
凧

県
大
会

全
国
大
会
等
で

そ
れ
人
丶
裏
付
す

る
こ
と
を
決
議
し
一
息
二
〇

分
大

会
を
終
了

、
　
　
　
　
一

蓬
田
中
学
校

、
蓬
田
之
月
団
の
レ

ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
亠
Ｊ
て
和
や

か
に
懇
談
の
上

散
会
七

。

女
子
青
年
建
設
班

補
導
員
坂
本
明
子
中
央

研
修
に
元
気
で
出
発

醫
鉾

言

十
五
日
間

神
奈
川
県
　

長
野
県
一一
に‘

今
年
四
月

か
ら
準
備
中
の
女
子

青
年
建
設

班
、
開
設

は
来
る
十
二

月
一

日
か
ら
当
舘

、
和

洋
学
級
を

一
段

と
強
化
し

、
女
子
青
年
の
教

育

を
昂
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。

そ
れ
が
補
導
員
を
選
考
し
中
央
研

修
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
ず
種
々

協
議
の
結
果

坂
本
明
子（

二
〇
）
を

選
定
し

、
神

奈
川
県
本
　

、
農
業

経
営
研

修

胼
、
長
野
県
　
　
　

中

央
長

袖
で
開
く
中
央
研
　
　
　

く

べ
く
八
月

十
七
日

庁
顳

せ
ら
れ
朋

友
等
の
多
数
の
見
コ
Ｆ

を
受
け
午
後
　
　

時
上
野
行
急
行

で
元

気
一

つ
ば
い
で
出
発
し
た

本
人
の
健

康
と
活
躍

を
期
待
し
て

止
ま
な
い
。

新
盆
全
村
一
〇
〇
り
完

全
実
施
多
採
裡
に
瞞
り
５

出
来
秋
を
待
つ
の
み

新
盆

切
替
二
年
目
の
今

年
も
刄

部
を
調

査
の
結
果

、
各
部

と
も
右

杢

実
施

、
一
〇
〇
％

の
効
果
を
刄

げ
た
。

七
年
目
の
豊
作
を
予
想
さ
れ
て
い

た
今

年
の
稲
作

も
過

去
六
年
を
卜

廻

る
豊

作
が
決

定
的

と
な
り
、
最

終
二
十
日
盆
も
終
り
出
来
秋
の
侫

入
れ
を
侍
っ
ば
か
り
と
な
っ
た
。

ゆ
と
り
の
あ
る
経
済
を
樹

立
し
村

效

り
に
お
努
め
下
さ

る
こ
と
を
お

祈

り
す

る
。

自
八
月
六
日
～

至
八
月
十
三
日

北
海
道
就
職
者
を
訪
ね
て

助
　
役

田
　

中
　
　
一
　
　
Ｗ

就
職
者
達
の
喜
び
又
訪
ね
た
私

の
感
激
も
一
入
で
し

た
。
「

ワ
ア

コ
ダ
キ
テ
ケ
ダ
ジ
ヤ
」
　「

皆
元
気

で

夕
っ
て
い
だ
な
あ
」

こ
れ
が
各

仕
事
塢
に
居
る
蓬
田
村
出

身
就
職

老
を
訪
ね
た
私
の
合
言
葉
で
し

た

ｙ

年
は
東
地
ｇ

繼
用

促
進
協
議

「
孚

糺
言

彭
ｔｌ
尽

脯
靡
を
采
ね
て

冫

四
公
廖
職
業
安
定
所
福

士
次
長

匸

先
頭
に
東
郡
の
各
役
場
か
ら
一

二

つ
ゝ
参
加
し
て
就
職

者
の
慰
闘

っ
耳

か
け

た
の
で

し
た
Ｉ
恰

度
お

‰
心
旅
行

者
と
燹

さ
凌

ぎ
の
渡

鳥

≒

渡
人（

キ
ヤ

ン
プ
マ
ソ
）
で

乗
も

‘
は
超
万
員
の
盛
況
で
窓

か
ら
乗

‘降
り
す

る
苔
幼
児
の
泣
声
真

に

り
戰
直
後
一
汽

車
の
旅
を
思
い
出

二
一
ま
し

た
。

第
一
の
目
的
地
根
室
で

は
根
室

ど
共
職

業
安
定
所
の
絶
大
な
る
援

リ
に
よ
っ
て
各
事
業
主
と
逵

い
現

・
昌

状
况
を
聞
き
現

地
工
場
を
案

吁
し
て
貰

い
ま
し

た
Ｑ

わ
か
村
の
一

番
多
く
若
人

が
働

い

で

い
る
日
本

合
同
缶

詰
株
式
会
社

丿
加
工

場
で
は
缶
詰
材
料
（
魚
）
の

寸
心
時
で
休

ん
で
他

の
工
場
に
手

言

行
っ
て

い
る
と
か
で
十
二

人

府
心
内

二
人
（
田
中
勇
三
、
高
田

亡

匸

か
あ

い
な

か
っ
だ
の
は
非

す
に
残
念
で
し

た
　
然
し
皆
元
気

ｔに嶇

い
て
い
る
繼
子
を
聞
き
一
安

ご
ヽ
次
で
谷
内
田
工
場
花
吹
工
場

宵

缶
詰
株
式
会
社
工
場
等
を
訪

謡
数
多
く
の
女
性
群
と
あ
い
四
月

で

の
村
の
状
況
を
話
し
現
地
の

Ｗ
一
を
聞
き
話
に
花
が
咲
・き
時
間

の
足
り
な
さ
を
実
に
残
念
に
思

い

ま
し

た
。
根
室
で
あ
っ
た
方

々
は

次

の
と
お
り
で
す
。

坂
本

サ
ツ

。北
山
津
埓

武
井

富
士
代

、
山
舘
菊
枝
、
工
藤
幸
子

田

中
良
子

。
福
井
和
子
、
工
藤

カ

ツ
Ｉ
、
青
ヤ
さ

？

窶
ｆ
小
鹿
昭
江

小
鹿

美
智
代

、
越
田

匸

Ｑ
Ｉ
、

久

慈

テ
ル
、
佐
井
ミ

ツ
ニ
、
川
崎

レ

イ

、
八
幡

ま
さ

、
工
藤
隆
子
、
工

茴
澄
子

、
本
間
育
子
、
小
鹿
喜

美

栄

き

ま
し

て

は

唯

感

激

七
万
の

み

で

し

た

時
間

の
関

係

で

士

道

か

ん

づ

め

株

式
会

社

の

エ

迸

行
け

な

か
っ

た

の

は
非

常

に
長

り
で

す

丸

魚

冷
蔵

庫

で

は

木

鼓

行
、

越

田

道

雄

、
越

田
孝

生

恰

い
元

気

に
働

い
て

い

る
姿

を

そ

力

強

く

感
じ

て

来

ま
し

た

。

】

第

三

の
目

的

岫
は

吉

平

原

の

農

業

関

係

に

就
職

し

訴

る
人

達

の

補

導

並

び

に
慰

問

子

。

一
一
｀
ゝ
で

も

又

帯

広
公

斎

業
安

定

○
　

写

莫
は
…
…
日

よ
合
同

か
ん
づ
め
工
場

一

一

で
　
　

（
元
気

な
村
の
娘
達

）

場現業作詰缶は真写床

第
二
の
目
的
地
釧
路
で
も
職
業
安

定
所
の
協
力
を
迎
ぎ
各
事
業
主
及

び
現
地
作
業
場
を
訪

ね
補
導
慰
問

に
そ
の
目

的
を
杲
し

ま
し
た
。
仲

に
も
東
北
北
海

道
造
林

株
式
会
社

社
長
中
村
新
一

郎
さ
ん
ば

現
地

が

二
十
里
も
離
れ
て

い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
代
表
者
と
し
て

飯
田

勝
義

を
伴

い
宿
屋
に
訪
ね
て

来
ら
れ
実

状
を
詒
し
て
く
れ
ま
し

た
事
に
つ

所
の
世
話
で
帯
広
　
　

芽
室
、

本
別
の
各
農
協
の
　
　

と
造
林

宍

関
係
、
建
設
業
関
係
心
代
表
者
と

あ
い
現
地
の
事
情
を
　

平
原
の

開
発
建
設
の
規
模
の
1
9
い
の
に

は
唯
驚
く
の
み
で
乙

嶌

当
圸
域

に
わ

が
村
か
ら
帯
広
、
音
更
に
農

業
に
往
事
就
職
し
て

い
る
若
い
者

が
約
四
十
名
居

り
皆
一
回

で
家
庭

的
雰
囲
気
に
解
け
込

ん
心
農
業
に

の
一
位
を
水
田
を
作
り
、
反
当
り

八
俵

位
の
収
獲
の
よ
う
で

す
。

各
農
家
を
訪
ね
て

就
職
者
を
慰
問

激
励
の
予
定
で
あ
っ

た
が
地
域

が

広
く
時
間
屯
な
く
皆
に
あ
う
こ

と

が
出

来
た

か
っ

だ
の
は
残
念
で
し

た
が
そ
れ
で
も
次
の
方

々
に
あ
う

こ

と
が
出
来
だ
の
は
幸
い
で
し
た

帯
広
地
区
＝
越
田
美
喜
、
宮
川

律
子
、
柿

崎
節
子
　

阿
保
重
則

首
班
村
産
米
改
良
協
議
会

結

成

大

会

開

く

八
。月

七

日

蓬
田

小

於

一
　
か
ね
て

か
ら
結
成
準
備

作
業
を

進
め
て

来
た
産
米
改

良
協
議
会
が

八
月
七
日
で
目
出
度
く
発
足
し

三

十

六
年

か
ら
産
米
改
良
に
騁
を
進

め

る
こ

と
に
な
っ
た
。
当

日
は
村

当
局
、
農
協
、
同

役
員
、
農
委

、

振
興
組
合
長

、
精
米
業
者
、
晨
改

普
及
員
、

産
米

検
査
員

六
〇

名
が

出
席
坂
本
村
長
の
経
過
報
告
会
議

に
入
り
議
長
団
に
は
坂
本
村
長

が

選

ば
れ
規
約
事
業
計
画
、
予
算
審

議
原
案
の
通
り
決
議
、
大
会
決
議

文
及
び
要
望
者
を
万
場
拍
手
で
決

議
早

期
実
現

の
た
め
、
県
、
関
係

方
面
へ
の
陳

情
す

る
こ
と
に
な
っ

た
。

要

望
決
議
文
は

一
、
産
米
統
制
撤
廃
絶
対
反

対

二
、
六
〇
Ｋ

俵
装
を
三
〇
Ｋ
装
に

早

期
改

め
る
こ

”
』

大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

は

て

昭
和
三
十
六
年

度
蔬
米
政
府

売
渡
予
約
二
六
、
五
〇
〇

俵

突
破
、
　
　
　
　
　

一

气

早

場
米
二
四
ヽ

Ｏ
Ｃ
４

覿

完

遂

三

、
上

位
等
級
晶
の
確
保
　
　
　

｀

来
賓
の
祝
辞

が
あ
り
盛
会
啀

唾
箍

と
な
り
懇
談

に
移
り
一
同

産
米
改

良

に
万
場
の
気
を
吐
い
て
散
会

し

た
。

励

ん
で
居

る
事
を
見
聞
し
非
常
に

心
強
く
感
じ
て
参
り

ま
し
た
。

隣
り
に
行
ぐ
に
も
千

メ
ー
ト
ル
も

あ
り

二
戸
の

耕
作
面
積
は
田
畑
合

せ
て
少

く
と
も
二
十
町
歩
あ
り
、

斗
と
し
て
穀
物
と
野
菜
の
作
付
で

酪

農
経
営
を
乳
牛
、
肉
牛
、
肉
豚

に
求
め
て
い

る
よ
う
で
す
Ｊ

こ
の
地
区
で

は
耕

作
圈
積
町
三
分

音
更
地
区

＝
八
戸

ゼ
ち
ゑ
、
登

坂
ち
や
子

以
上
三
つ
の
目
的
地
を
訪
ね
各
就

職
者
の
状
況

を
見
聞
し
て
来
た
の

で
す
が
皆

が
相
変
ら
ず
元

気
よ
く

倒

い
弌

廴
ま
す
ノ

尓
八
竺
か
４

宀

蓬

田
の
へ

は
性
質
も
よ
く
真
面
目

に
働
い
で
く

れ
る
の
で
助
か
り
ま

す
」

と
言

わ
れ
て
見
れ
ば
約
百
名

か
ら
の
北
海
逍

に
働
く
就
職
者
を

訪

ね
た
行
程

は
無
意
味
で
な
か
つ

た
と
つ
く
み
χ

感
じ

ま
し

た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し

た
現

地
の
安

定
所
事
芋
王
に
対
し

ま
し
て
は
心

か
ら

お
礼
申

上
げ
る
と
共

に
就
職

者
の
益

々
健
康
で
十
一
月
に
は
皆

元

気
で

生
れ
故
郷

に
帰
れ

る
よ
う

念
願
致

し
ま
し
て

カ
ク
筆
し
ま
す

後

記

―
雑
感
Ｉ
　
　
　

ｊ

一

、
就
職
者

は
設
備
の
完
備
し
た

事
業
所

を
選
ぶ
こ

と
。
≒

一

、
就

職
す

る
と
き
は
必
ず
役
場

を
経
て
職

業
安
定
所
に
屆
猖

て

赴
任

す
る
こ

と
（
失
業
保
険
の

対
象

に
な
ら
な
い
者

が
非
絮

に

多
い
よ
う
で

す
か
ら
ヽ
.
J

特

に
注
意

を
要
す

る
）
匸

匸

一
ヽ

就
職

者
は
懸

命
て
仕
事
に
励

み
無
駄
使
を
な
Ｖ
し
希
望
に
謌

ち
た
貯
蓄

‘’し
て
貰

い
た
い
こ

一
ヽ
娠
族
か
ら

は
時

々
激
励
の
便

り
を
出
し
て
貰

い
た
い
匕

循

一



県
連
合
青
年
団
弘
前
大
会

東

郡

代

表

蓬

田

選

手

団

万

丈

の
気
を
吐
上
位
入

賞

去

る
八
月
十
九
日
、
二
十
日
両

日
に
わ
た
り
開

か
れ
た
県
連
青
団

弘
前
大
会
に
於
て

、
東
鄒
代
表

と

し
て
出
場
し
た
本
村
追
手
団
は
、

我

が
蓬
田
村
の
名
誉
の
た
め
、
更

に
東
郡
青
年
の

駑
気
を
充
二
分
発

揮
し
、
自
己

ら
持
つ

ベ
ー
ス
を
よ

く
守
り
、
青
年
ら
し

い
フ
ァ
イ
ト

を
鸚
か
し
堂

ふ
と
闘

い
の
駒
を
進

め
県
下

青
年
の
た
め
万

丈
の
気
を

吐
き
上
位
入
賞
し
輝
け
る
県
大
会

に
歴
史
の
一

頁
を
刻

ん
だ
。

相
撲
個
人
戦
中
量

第
三
位
　
　

横
　

山
　

修
　
道

柔
　

道
　
中
　

量

第
三
位
　
　

坂
　
本
　

勝
　

美

陸
　

上
　

百
　

米

第
三
位
　
　

山
　

舘
　
代

智
子

東
郡
社
会
教
育
振
興
協
議
会

蓬

田

中

で

開

く

八
月
十
八
日

午
前

九
時
三
〇
分
よ

り
東

郡
社
会
教
育
振
興
協
議
会
を

開

催
し
た
。

東
郡
傘
下

町
村

の
社
会
教
育
関
係

者
二
〇

名
集
り
、
成
人
、
婦
人
、

青
少
年
、
視
聴
覚
教
育
、
四

つ
に

つ
い
て
全
対
討

議
し
午
前
中
の
日

程

を
絡
り
、
午
後

か
ら
陸
奥
新
報

枉
編

集
局
長

、
林
達

夫
先
生
の
「

視
下
の
国
内
外
情
勢

と
社
会
教
育

の
留

意
点
」
に
つ

い
て

講
演

が
あ

り

、
そ
の
後

午
前

中
の
問
題
点
に

関
付

を
し
て
三
時
三
〇
分
有
意
義

に
終
っ

た
。

朿
郡
第
五
回
婦
人
体
育
蟹
田
大
会
に
於
て

蓬
田
婦
人
会
第
二
回
目
の
優
勝
成
る

八
月
二
十
日
、
東

郡
第
五
回
婦

人
体
育
大
会
は
蟹
田

ご
フ
ン
ド
で

陽

力
わ
　

洗
に
才
奈
々

や
沐
〈
Ｓ
に

お
い
て
選
手
を
選
考
し
出

場
、
終

始
和
を
以
て
頑
張
り
熱
戦
の
末
堂

々
優
勝
の
栄
を
得
た
こ
と
は
誠
に

Ｉ

諤
力７

Ｃ
て
　

琴
肴
ま
て

Ｃ
観

人
運
動
め
効
果

を
雄

弁
に
も
の
語

る
と
共
に
今
後
の
婦
人
活
動
は
益

々
前
進
す
る
こ
と
λ
ａ

Ｊｙ
ｙ

に

容
ぶ

と
な
っ

た
。

豊
水
放
談

化

か

さ

れ
談

議

私
た
ち
子

供
の
頃

よ
く
大
人

か

ら
狐

に
化

か
さ
れ
た
話

を
き

ヽ
半

信
半
疑
な

が
ら
も
興
味
を
も
っ

だ

も
の
で
あ
っ
た
。

今
頃
の
子

供
た
ち
・
の
頭
で

は
想

像

も
っ
く
ま
い
。
火
星
人
は
ど
う

の
、
宇
宙
人
は
ど
う
の
と
語
っ
て

い

る
時

代
だ

か
ら
。
あ
の
頃
は
文

化
は
な
く

。
交
通
、
通
信
も
今
か

ら
み
た
ら
想
像

に
及
ば
な
い
。
第

一
み

る
本

と
て
な
く

や
っ
と
手
に
。

入

る
と
豆
講
談
で
豪
傑
も
の
か
忍

術
も
の
ば

か
り
。
い
？
当
時
は
そ

れ
し

か
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
今
は

様

々
多
種
多
用
で
子

供
等
の
選
択

す

る
に
困

る
程
で
あ

る

子
供
の

心
理

と
し
て
英
雄
。
豪

傑
、
奇
快
な
も
の
を
好
む
の
は
今

も
眥
も
変
り
な
い
。

そ

ん
な
も
の
で
あ

る
か
ら
夏

の

夜
な
ど
蚊

い
ぶ
し
を

か
け
な
い

狐

に
化

か
さ
れ

た
話
を
き

い
Ｘ

の
で
、
一で
シ
オ
も
デ
。－則

難

わ
け
ぢ
ゃ
な
く
、
そ
ん
な
話
を
ｔ
‐

Ｊ
は
一

番

楽

し

い

放

送

番

組
で

Ｊ
た

わ
け

で

あ

る

。

｀
心
に

も

そ

ん

な

こ

と

が
あ

る

心
か
、

人

間

が
狐

如

き

も

の

に

づ
さ

る
も

の

か

と
牛

分
以

上

否

・
｀
す

ろ

も
の

ゝ
実

例

を

挙

げ

て

篩
に
迷

わ
さ

れ

た
も

の
で

、

今

い
ゐ

と
語

り

手

は

狐

で

聞

く

子

た
ち

は
人

で

あ
っ

た
よ

う

だ

。

こ
く

の

パ

サ

マ
が

法
事

の
帰

薪
の

上

で

重

箱

を
開

き

盛

ん

に

賍
っ

た
御

馳

走

を
子

供

等

に

喰

て

い

た

と
か

、

ぢ

い

さ

ん

が
祝

の

帰

り

ツ
ト

に
っ

め
て

も

ら

っ

魚

が
家

に

帰
っ

た

ら
狐

に

と
ら

な
に
も

な

か

っ

た

と

か
、

こ

ん

詒

は
頭

に
止

ま

っ

て

い

な

い

が

謔

白

い

と
思

っ

た

の

か
今

で

も

一
っ
き

り

し
て

い
５

の

が
二

、

三

ゝ
ゐ
。

一
る
隘
落

の

物

し

り

の

部

に
入

る

｝
嘔

に
唐

か
さ

骸

ゐ

ど

こ
ろ

か

笵

ど
5
.
リ

’。Ｘ
Ｗ
か

す

の

か
研

究

ヤ

ド

ゐ
理
湎

人

で
・

め

ろ

日

隣

部

落

に
用

足
に

出

か
け

帰

り

逵

夕

暮

と
な

り

野
合

に

差

し

か

ゝ
つ

だ

ら

丁

度

足
元

か
ら

一

匹

の

狐

が
飛

出

し

て

ヤ

ブ
の

中

に

か

く

れ

た

の

を

み
て

、

彼

は

と
っ

さ

に

、

「
（

（

Ｉ

み

ゐ

と
若

僧

狐

だ

な

ア
ー

野
郎

こ

の
俺

様

を

ダ

ヾ
す

気

だ

な

ア
ー

貴

様
如

き

若

僧

に

ず

マ
さ

れ

て
だ

ま
。る

も

の

か

、・
縋

れ

ダ

マ
す

格

構

を

み
て

や
ら

う
べ
　

と

も
の

ず
き

な
人

も

あ
っ

た

も

の
ｔ

、
狐

の

か
ぐ

れ

た

ヤ

ブ

を

覗
き

込

ん
だ

ら

案

の

定

立

派

な

奥
座

敷

で

狐

様

は

湯

上
り

タ

オ
ル

を

肩

か
ら

落

し

盛

ん

に

お
化

粧

中

、

時

々
妙

令

な

乳
房

を

チ
ラ

ホ
ラ

さ

せ

な

が
ら

の

ぶ

つ
け

本

番

の

化

粧

ツ

ー

ン
を

料

金

も
払

ず

み

て
ぃ

る

も

の

で
す

か

ら

彼

は

息

を

こ

ろ
し

て
逸

に

な
っ

て

み

て

い

た

。

顔

の

化

粧

を

終

て

彼

女
？

は

ヤ

オ

ラ
立

上

り

、

湯

上
り

タ

オ

ル
を

は

ず
し

腰

巻

一

ツ

の
半

裸

と
な

り

一
重

着

物

を
着

る
図

を

目

の
辺

リ

に

眺

め

、

流

石

の

物

知

り
居

士

も

コ

ウ

コ

ツ
と

し

て
将

に

天

国

の

楽

園

に
遊

ぶ

心

持

ち

、

そ

の

中

に

彼

女

は
着

物

を

着

上
げ

、

お
も

む

ろ

に

そ
で

を
少

々
ま

く

り

上

げ

片

ひ

ざ

っ

い

て
純

白

の

タ

ピ
を

は
き

シ

ョ
ー

ル
を

か

た

に

か
け

お
出

か
け

と
な

る

場

面

そ

の

時
彼

氏

の

方

を

チ

ラ

リ

と

ウ
イ

ン

ク
、
彼

氏

は

今

ス

ト

リ
ッ

パ
ヌ

ー

ド

の

逆

の

よ
う

な

も

の

み

て

息

も

っ

ま

る
思

い

そ

の
時

ド
ｙ

と

か

た
を

た
た

く

も

の

あ
り

び

っ

く

り

振

む

く

と
隣

の

ケ

ヤ

グ
毆

、
彼

は

Ｉ
し

ゅ

ん
の

中

に

夢

破

れ

び
っ

く

り

迎

天

、
全

く

狐

に
化

か

さ

れ
た

と
は

こ

の
こ

と

か

目

を

バ
チ

ク

リ
く

で

古

典

ス

ト

リ

バ
ー

が
幕

と

な

っ

た

と

：
：

こ

の

】
幕

は

全
く

か

れ

の
敗

ポ

ク

で

。
意

識

過
剰

の
現

れ
で

あ

ろ

う

狐

如

き

も

の

に

ダ

マ

さ

れ

て

た

ま

る
も

の

か

と

リ

キ

ミ

過

ぎ

、

逆

に

化

か

す
と

こ

ろ

を

み

て

や

ろ

う

と

い
う

意

識

過

剰

の

盲

点
を

う

ま

く

狐

に
っ

か

ま
れ

マ

ン
マ

と
裏

を

か

ゝ
れ
て

地

駄

ン

ダ
踏

ん
で

も
後

一
の

祭

、

こ

と
は

ざ

、

で

ぃ

う

な

ら

サ

カ

シ
雑

魚

丘

に

匕

る

の
図

と
同

じ

で

あ

ろ

ン
。

こ

の

勝

負

は

狐

の

方

が

一

枚

も

二
枚

も

上

で

物
知

り

居

士

も

一

種

一
の

魔

術

に

か
け

ら

れ

て

ぃ

る

の

で

こ

寸

子

供

ダ

マ

シ
の
小

ば

な

し

で

は

あ

る

が
よ

く

か

み

し

め

て

み

る

に

、
我

々
人

生

の

日

常
一

反

省
し

て

み

ま

す

と

意
識

し

な
い
う

ち

に

そ

ん

な

こ

と

に

出

ッ
く

ら
す

こ

と

が
応

々
に

し

て

あ

る

。

討

論

の

場

合

な

ど
意

心
過

剰

に

な
り

イ

キ
リ

立

つ

と

相
ｆ
の

べ

。。‐

ス
に

卷

込

ま

れ

、

ま

ん
ｔ
と

し
て

や

ら

れ

る

と
き

が

あ

る
『
″
に

冷

静

に
し

て
正

常

な
精

神

状

″
で

こ

と

を
運

び

た

い
も

の

で

あ
ｔ
が
と
き

に

は
正

常
運

行

を

欠

く

’
ら

情
け

な

く

な

る
　

第
三

者
的

丿
場

で
き

い
て

い

る

と

き
で

も

、
ｆ
る
な

と

思

っ

て

い

る

中

に

乘

せ
ｙ
れ

て
く

も

の
巣

を

か
け

ら

れ

な

う

に

す

く

ん
で

し

呟

５

人

も

あ

‘
。

そ

の

と
き

こ

そ

助
言

曇

要

で

、

さ

っ

き

の

話

の

よ

う

に

拓

ヶ

ヤ

ダ

が
肩

を

た

ゝ
い
て

く
Ｉ
な

か
っ

た

ら
彼

は

ど

ん
な

こ

と
Ｉ
な
っ

て

い

た

か
考

い

る

と
ソ

ツ
・
す

る

。

耳

が
っ

く

ま
で

ヤ

ラ

匕

か

も

知

れ

な

い
。

人

を

乗

せ

る
の

が

狐

で

乗

せ

ら

れ

る
人

が
正

し

い
の

か

む

づ

か

し

い
間

題
は

ぬ
き

に
し

心

、
耳

の
っ

く

ま
で

や
ら

せ

べ
ヽ
で

も

な

く

、

や

る

べ
き

で

も

あ
’ま

い

。

耳

の

っ
く

前

に

勝

負

が

い
て

い

る

か

ら

で

あ

る

。

そ

の

場

合

乗

っ

た

ふ

り
そ

、
霎

っ

て

い

な

い
者

こ

そ

恐
‘
べ

き
傑

物

で

大

物

と
云

え

よ

う

昔

か

ら
女

は
化

物
で

あ

’
と

か
弑

で

あ

る

と

か
通

常
語

の
’
う

に

ヤ

く
云

れ
て

い

る

。

な

に

も
女

に
限

っ

た

わ

で

は

か

く

男

だ

っ

て

そ

ん

な
人
ｆ
沢
山

匁

る
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　

『

統

計
学
上
パ

ー
セ
ン
ト
を
出
し

て

い
る
わ
け

ぢ
や
あ

る
ま
い
し
な
に

も

ク
ヨ
ｙ
Ｑ

ひ

が
む
こ
と
も
あ
る

ま
い
と
云
う
も
の
の
云

い
方
を
し

た
ら
な
ん
だ
そ
れ
ぢ

夕
女
を
指
し

て

い
る
ん
で
は
な

い
か
と
怒
る
人

に
は
想
像

に
ま
か
せ

る
。

バ
ー
の
マ
ダ
ム
に
ダ
マ
さ
れ
た
と

か
ノ
ミ
屋

の
女

に
ダ

マ
さ
れ
た
と

か
よ
く
き
く
こ

と
だ

が
、
い

か
に

も

ダ
マ
さ
れ
て
い

る
者
も
あ

る
ら

し

い
。

第
一

そ
ん
な
場
所
に
飲
む
に
行
く

者
は
一
人
前
の
者
で

酒
を
飲
む
か
・

ら
に
は
相
当
の
判
断
力
も
あ

る
筈
・

だ
と
割
り
方
を
し

た
ら
少

々
可
愛

想
だ

か
ら
、
も
う
少
し
巾
で
行
う

彼
女
等
は
如
何
に
し
て
相
手

に
酒

を
ウ
ソ
と
飲

ま
せ
、
物
を
喰
せ
、

チ
ッ

プ
を
多
く
頂
戴
し
モ
ウ
ケ
ル

か
に
あ

る
。
そ
れ
に
は
多
様
多
様

な
手
数

を
用

い
る
わ
げ
で
、
そ
の

中
で
一

番
多
く
使
れ
る
の
は
色
仕

掛
で

あ
ろ
う
。

ク
ソ
も
好
で

も
な
い
の
に
好
き
だ

と
か
、
ほ
れ
た
と
か
で
魔

術
に

か

け
て
来
る
。

だ
ま
つ
て

か
け
た
傴
こ

腕
つ
て

冖

る
馬
區
も

な
い
で
し
ょ
う
が
、
相

手
が
上
手
で
あ

る
と
負

げ
る
こ

と

に
な
る
。

負
け
て
裸

に
さ
れ

た
ら

ダ
マ
さ
れ

た
で

は
話

に
な
ら

な
い
。
あ

る
人

が
私
に
あ
ん
な
と
こ
ろ

は
男

、
女

ヽ

酒
の
勝
負
の
場
だ
云
っ

た
が
、

な
る
程
そ

ん
な
フ
シ
も
あ
ろ
う
が

そ
ん
な
深
刻
に
考
い
る
必
要
も
あ

る

ま

い

。

結

論

は

負

け

る

弱

虫

だ

行

か

な

き

９

よ

い

。

一
か

バ
お

っ

た

ら

勝

よ

り

負

け

な

き

や

い

ゝ

乃

ご
Ｑ
　
　
　
　
　
　
　

“゙

勝

っ

て

み

た

Ｉ

」
ろ

で

な

ん

に

な

゛

る

。

常

に

負

げ

な

い

こ

と

を
Ｉ

に

画

い

］

て

い

る

と

い

つ

も

安

全

圸

欒

二

て

心

配

は

な

い

Ｑ
　
　
　
　
　

廴

い

と

簡

単

に

結

論

は

出

る

が

Ｑ

／

い

ざ

理

論

的

に

も

の

が
運

行

さ

れ

な

い

か

ら

世

に

悲

喜

劇

の

素

材

が

生

れ

て

来

る

。

女

だ

っ

て

男

に

乗

せ

ら

れ

せ

っ

せ

と

た

め

結

婚

資

金

や

身

体

ぐ

る

み

と

ら

れ

て

泣

い

て

る

人

だ

っ

て

沢

山

あ

る

。

化

か

さ

れ

た

り

、

化

か

し

た

り

、

乗

せ

た

り

、

乘

せ

ら

れ

た

り

し

て

世

の

中

は

そ

れ

で

ょ

い

の

か

、

よ

く

な

い

、

し

か

し

あ

る

ん

だ

か

ら

Ｉ

仕

方

な

い

で

も

す

ま

な

い

。
　
　

一

た

だ

一

つ

特

効

薬

が

あ

る

。
　
　
　

一

お

互

の

良

識

あ

る

正

し

い

行

動

に

あ

る

の

み

…

…

。

良

識

あ

る

行

動

と

は

。

お
宜

の

立

場

を

尊

重

し

、

び

ま

し

た

り

だ

ま

さ

れ

た

り

し

な

よ

う

、

お

互

に

平

柘
ご
£

！
ご
り

つ

亡

に

忸

よ

る

。こ

レｙ
々
ヤ

ろ

う

と

思

う

Ｑ
　
　
　
　
　

■
　

。－
Ｉ

人

生

を

正

常

運

行

す

る

と

股

線

は

し

な

い

斯

く

云

う

放

談

筆

者

は

果

た

し

て

安

全

地

帯

に

い

る

の

か

、

危

儉

信

号

地

帯

に

い

る

の

か

よ

く

一

足

元

を

み

っ

め

た

ら

…

…

。

い

や

心

配

無

用

み

っ

め

呑

足

が

な

‐１
　
い

か

ら

…

…

。

一
　
　
　
　

（

一

九

六

一

、

六

、

三

〇

）

恩
給
法
援
護
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

○
　
旧
軍
人
軍
属
の
加
算
復
活
等
　
○

二

、
恩

給
関
係
に
つ
い
て

④
昭
和
三
十

六
年
法
律
第
一

三
九

号
で
恩

給
法
の
一

部
改
正

さ
れ
ま

し
た
が
、
こ

の
法
律

は
懸
案
で
あ

っ

た
。
旧
軍
人
、
軍
属
の
加
算
復

、活
を
主
眼
に
し
て
お
り
、
そ
の
加

算
は
次
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
。

○
戦
務
加
算
（
内
地
戦
務
及
び

一
　
　
航
空
基
地
加
算
は

除
く
）
…

加
算
率
・
二

月

に
つ
き
・・・
三

月
以
内

○

外
国
ゼ
ウ
乱
圸
勤
務
加
算
・：
加

算
甼

こ

月
に
っ
年
・・

つ
　

外
国
鎮

戍
加
算
…
加
算
率

一
月
に
つ
き
：
二

月
半
以

○
　
朝
　

゛
台
湾
｀
樺
太
等

づ

】

地
の
在
勤
加
算
…
…
加
算
率

一
月

に
つ
き
・・：

半

月
以

○
　

満
州

、
朝
鮮
、
樺
太
等
の

境

警
傀
加
算
　

…
…
　

加

率
：
：
’一
月
に
つ
き
…
…

九

】

ｊ

月
以

内

こ
の
加

算
は
、
地
域

と
時

期
に
よ

っ

て
加

算
率

が
異
っ
て

い
る
た

め

非
常
に
複
雑
多
岐
で
あ
り
ま
す

が

実
在
職
年
に
加
算
年
を
含
み
次
に

該
当
す
る
方
は
昭
和
三
十
六
年
十

月
一
日

か
ら

新
た
に
晋
通
恩
給
及

び
扶
助
料
の
権
利
を
取
得
し
ま
す

給
与
の
開
始
は
、
扶
助
料
は
昭
和

三
十

六
年
十
月
分

か
ら
、
恩

給
は

昭
和
三
十
七

年
十
月
分

か
ら
で
あ

り
ま
す
。

○
　
旧
軍
人
で
兵

、
下

士
官
は
十

二

年
以

上
、
准
士
官
以

上
は

十
三
年
以

上

と
な
る
方
、
又

は
そ

の
遺
族

○
　

旧
軍
属
で
、
文
官
は
一
七
年
以

上

、
警

察
監
ご
く
職

員
は
十

二
年
以

上
と
な

る
方

、
又

は

そ
の
遺
族

○
　

旧
軍
人
、
軍
・属
以
外

の
恩

給

公

務

員

期

間

と

旧
軍

人

、
軍

属

を
通

算
し

、
普

通

恩

給

年

一
　
　

に

達

す

る

方
、

又

は

そ

の
’遺

族

た

だ

し

、
こ

の

加

算

は

旧

軍
人

軍

属

の

恩

給

を

請

求

す

る

場
合

に
限

り

合

ま

れ

る

も

の

で

一
般

公

務

員

の
恩

給
を

請
求

す

る
場

合

は

含

ま

れ

ま

せ

ん

。

ま

た

現

在

国

家

公

務
員

共

済
組

合

法

の
長

期

組

合

員

の

方

は

、

実

在

職

年

が
通

算

さ

れ

る

の

で

。

請
求

し

な

く

て

し

よ
い

こ

と

に

な

っ
て

お
り

ま
す

。

（
ｔ
）
次

に
、

加

算

の

外

に
改

正

さ

れ

・

た

主

な

る

点

は
次

の

と

お
り

で

あ

り

ま

す

。

田

、
旧

陸

海
軍

学
生

生

徒

で

あ

る
旧

準

軍

人

で

、

勤

務

な

ど

が
原

因

で

死
亡

さ

れ

た
方

の

遺

族

に
扶

助

料

等

を

支

給
一

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

一
　

②

、
傷

病
　

給
　

増
額

さ

れ

し

た

。

ま

た
、

増

加

恩

給
ｔ

女

加

給

の

員

数
制

限

が

撤
一

さ

れ

ま

し

た

。

㈲

、

外

国

政

府

職

員

の

期

間

そ

び

旧

日

本

医
療

団

職

員

の
四

開

か
通

算

さ

れ

ま
す

。

二

、

援

護

法
関

係
に

つ

い
て

④

昭

和
三

十

六

年
法

律

第

一

三

四

号

で

、

戦
傷

病

者
戦

没

者
遺

族

等

援

護

法

の
一

部

が
改

正

さ

れ

ま
し

た

。

概
要

は

次

の

と

お

り
で

す

。

田

徴
用

（

総

動

員

業

務

の

協

力

者

も

合

む

）
等

に

よ

る

有

給

軍

属
で

内

地

（

外

地

も

一

部

合

む

）

等

で

勤

務

し

て

い

者

が

、
業

務

上

等

で

、

負
い

】

又

は

病

気

を
し

て

い
る

場

合

は

、

そ

の

者
の

状

況

に

よ
り

Ｉ

傷

害
年
金
を
死

亡
し
た
場
合

は
。
そ
の
者

の
状
況
に
よ
り

遺
族
給
与
金
を
支

給
す

る
。

㈲
死

没
者
が
、
昭

和
二
十
二
年

五
月
Ξ
Ｂ
以
前
の
場
合
で
、

そ
の
者
の
入
夫
婚

姻
に
よ
る

妻
の
父
母
に
、
そ

の
。状

況
に

よ
り
遺
族
嶇
金
を
支
給
す

る

閾
そ
の
他
、
傷
害
年

金
（
傷

害

一
時
金
）
も
増
額

に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
ら
は
何
れ
も
、
昭
和
三
十
六

｀
十
月
一
員
か
ら
施
行
と

な
り
ま

す
。
ら
以

上
が
恩
給
じ
、
援
護

法
の
改

正
の
概
要
で
あ
り
ま
す
が
、
該
当

す
る
と
思

わ
れ
る
方
は
軍

隊
手

帖

等
の
資
料
を
持
参
し

相
談
に
お
出

く
だ
さ
い
。

自 衛 官 募 集
３等 ．大陸 ．お ．主 上

採用人員
(全国)

陸 約　4000 名……入　　 隊
海　約　　1500 名……36年12 月上 旬
空　約　　1500 名･･… ～37年Ｌ月下旬

資　　 格　　18 才～25才未満

‰　　
付　　8.20 ～10.20

｀

（試験当日まで受付けます）

，　　　　　J10月下旬ヽ青森 弘`前ヽ五所川原

試 験 場 レ 戸，十和田，むつ市の予定

待

初゙　任　給　　　　　7,600円
゛ ぽ 詣 蠢 冫 ヽ９ ゛

゛ （7）|
防衛大学生,操縦学生,耄護学生（女子）

獸 鵑 賢 釟 臂 慥 ゜ヽ 一Ａ゛肖1

募集についての志願手続きや問合せ,は……

各市町村役場又･鴻 衛隊青爽気方疳緕部へ
111.-

･･　 ●　　 …………゚ ･-,.l　　f･･･,Ｗ･･:･昭 和3
 6^8 月2  5  *0  (

金 曜 日
ｊ

蓬田村公民舘報， 遏　　　　 ｙ，阿
第27 号 【 ２ﾑ】
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